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夢追塾同窓会 

「一枝地区の元気プラン―自助・共助による一枝笑顔の再発見」を設定して、福祉のまちづくりを進めている一枝市民セン

ターで行われたこのセミナーには100名近くの方が参加し、田代講師の親近感のあるお話で、盛況のうちに進行しました。 

田代講師は、「高齢者こそ貴重な社会資源」を念頭に、①2015年の介護保険改定、②2025年には団塊の世代が後期高齢

者となる、③2030年には老々介護、認知症及び認知症予備軍の急増による認々介護、生活困窮者増などの「大介護時代」

への危機感から、幸齢３原則「生活の継続」「自己決定」「残存能力の活用」に基づき、「地域力」「在宅医療」や「終末医療」

の在り方の再検討の必要性を提唱されました。 

また、一枝まちづくり協議会坂本会長、市社協磯田福祉課長、認知症カフェ「はなそらサロン」主宰の稲留さん、同窓会池

田事務局長からの報告もあり、有意義な時間でした。 

開催に当たりご支援・ご協力いただいた皆さま、参加いただいた皆さまに、厚くお礼申し上げます。 

夢追塾同窓会会長 香月 英彦 

第2回セミナー実行委員長 赤木 博 

 

同窓会だより 平成２６年度第１７号 

人生 100 年時代 ―「わたし」と「わたしたち」が創る未来社会へ― 

認知症にやさしい地域づくり 

開催日：平成 26 年 11 月 29 日(土)  場所：一枝市民センター 

第２回同窓会主催セミナー 

 

おとなりさんネットワーク「えん」主宰 

田代 久美枝氏 



 

 

客席まで歩み寄って親しみのある講演でした 

赤木実行委員長 

同窓会香月会長 

同窓会池田事務局長 一枝まちづくり協議会坂本会長 

市社協 磯田福祉課長 認知症カフェ主宰 稲留さん 

受付スタッフお疲れさま 

撮影：内尾俊之、溝田幸男 


